MITSUBISHI 

兰菱才ーブンレンジ (家庭用) 
お名 R 0- S 5 B 

取扱説明書/メニュー集 



この商品は、待機時消費電カゼ□でず。 

使っていないときは、自動的に電源び切れまず。ドアを閱閱すると電源び入りまず。 


• ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みになり、正しくを全にお使いください。 

参「巧話書」は「お買上げ曰•販売店名」などの記入を確かめて、販売店か5お受取りくださし、。 
参「取扱説明書」と「巧証書」は大切に巧巧してください。 
















待機時消費電カゼロ 


調理後など使用していないとさ、省エネのため自動的に電源び切れます。 


電源を入れる . ドアを開けると電源が入りまず 

• 電源プラグを差込んだだけでは、電源は入りません。 

(キーを巧してを受付けません） 

• ドアを開けると電源び入ります。 

電源び入ると表示部は「0」を表示。 


電源を切る . 電源は自動的に切れまず 

• 調理終了後、日分過ざると電源び切れます。 

• また、5分 ULh 操作しないと電源び切れます。 
(再度電源を入れるとさは、ドアを開閉します。） 


如熱のしくみ 


レンジ加熱 


電波で食品を内と外か!5同時に加熱 

電波び食品に当たると、食品の水分に吸収されて、水の分子にまさつ運動び起こります。 
その結果、熱び発生して、食品は内側と外側から同時に加熱されます。 


電波の性質 

吸収 


(あたため-のみもの-解凍-レンジ用を凍食品‘レンジキー） 



透過 



ガラス、陶器は通り巧け 



金属に当たると反射 
^レンジ加熱では使えない。^ 
(^乂巧の原因。 ! 




ヒーター 加熱 


才ーブン 

上下ヒーターで包むよ5にが側から加熱します。 
設定でさる温度は発酵30で • 40で、100〜2前でです。 

(ケーキ-才ーブン/発酵キ ー) 


ケーキ、バンなどの 
お菓子をふつくら 
焼さ上げる。 



グリル*卜ースト 

高温の上下ヒーターで表面にこげめをつけます。 
300での高温で加熱し、温度の変更はでさません。 

( I — スト-両面グリルキー） 




こんが0 
焼さ上げる。 




ンビ加熱（レンジ+ヒーター） 


電波とヒーターで加熱（フライ面 D 熱キ -) 

* 手動の設定はでさません。 


ご使用の前に待機時消費電カゼ □/ 加熱のし<み 
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ち 


く 



ふだんの使い方 

(自動キ ー） 



こんなとをは 



メニユー集 


じ 

ぺージ 

待機時消費電カゼロ . 2 

加熱のしくみ . 2 

ま全のためにお、ずお守りください . 4〜8 

各部のなまえ本体 . 9 

操作パネル . 10 

付属品 . 11 

準備（カラ焼ををずる） . 12 

使える容器’使えない容器 . 13 

あたため . 14〜1日 

のみちの . 16 

I -- スト . 17 

解凍 .18-19 

レンジ用;令凍食品 . 20 

フライ再加熱/ケーキ . 21 

レンジ巧 00W/200W) /野菜の下ごし日え . 22~23 

トブン . 24 

発酵 . 25 

両面グ U ル . 26 

手動で加熱ずる場合の時間のめやず . 27 

33手； Ml. 28 

故障わ、な？と思、つた5 .40-41 

I 

保証とアフターサービス . 42〜43 

仕様 . 裏表紙 

メニュー集 . 29〜39 


-メニュー索引- 

知っていると便利なレンジ活用ま/ 

•コ ーヒー . 29 

•かちかちのアイスク1」ーム 

を食べやすく . 29 

•あべかわもち . 29 


おそラざい 

さやいんけんのえび風巧あえ'''30 
ブ□ッコ U - とコーンのサラダ'''30 

かぼちゃのサラダ . 30 

キャベツとウィン ナーのスープ 煮'''31 

レタスの温サラダ . 31 

きのこソテー . 31 

八ンバーグ . 33 

肉じゃび . 33 

とりの照り焼き . 34 

さけのホイル焼き . 34 

焼きいも . 34 

焼きもち . 34 


グラタン-ピザ 

マカ□ニグラタン . 32 

冷凍グラタンはーブン風'''32 
:令凍ピヴ . 32 

お菓モ•パン 

乂コーン . 35 

カップケーキ . 3巳 

スポンジケーキ . 36 

型抜きクッキー . 38 

チヨコチッフクッキー■■■38 
□-ルパン . 39 


ご使用の前にちくじ 
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にご相談ください。 


V 一 '…へ 一'- - ノ 



r 口 


' アースを確実に取付ける 

故障-漏電のときに感電の原因 

0 

アース 線接続 



アース端子つきコンセントびある 


ァース端テつさコンセントがない 



アース線の先端の皮をむ 
いて、アース端子に確実 
に固定する。 



お買上げの販売店にアースエ事（□種接地 
工事）をこ相談ください。 

アースエ事は「電気工事±」の資格が必要 
です。 

• ガス管、水道管、避雷針、電話線のアース 
線には接続しない。 

感電-爆発-引乂の原因 


禁止 

d 

) 分解禁止 

题)擲虫禁止 

ァ-ス線接続 

€ 

^指示にしたびラ 

^電源プラグを抜く 


A 筒埃 


分解-修理*改造はしない 

⑩ 

—分お禁止 

感電•発乂-けがの原因 

* 修理は、お買上げの販売店または r 兰 
菱電機修理窓□-ご相談窓□」にご 
相談ください。 



吸-排気口やすき間*穴などに 
ピン*針金-金属物など、 

異物や指を入れない グ、 

I を Q 

■ 分 禁止 

感電-けがの原因 が 
* 異物び入ったときは、電源プラグを 
抜いて、お買上げの販売店または 
「兰菱電機修理窓□-ご相談窓□」 


安全のために必ずお守りください I 


■誤った取扱いをしたとさに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。 


A 危険 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重傷に結びつくちの 

A 警告 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重傷に結びつく可能性びあるちの 

A 注意 

誤った取扱いをしたとさに、傷害または家屋 • 家財などの損害に結びつくちの 


■図記号の意昧は次のとおりです。 


ご使用の前に まをのために化ずお守0<ださい 
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A 警告 


お子さまだけで使わせない 
幼児の手の届くところで使わない 





Q 

禁止 


やけど-感電-けがの原因 


熱に弱し、物を近づけない 




Q 


• たたみ、じゅうたん、;令蔵庫、禁止 
テーブルク□スなどの上に置かない。 
•燃えやすい物、カーテン、スプレー吿 
などを近づけない。 

ヒーター加熱時の高温で义災-破裂の原因 


電源コード.プラグを傷つけない 


傷んだ電源コード-プラグや 
差込みのゆるいコンセントは使わない 



Q 

傷つけ禁止 


Ir'iL 


Q 

使用禁止 


重い物をのせたり、巧ったり、束ねたり 
すると、破損して感電•発火の原因 


夕 


感電•ショート-発乂の原因 


調理中に電源プラグを巧差ししない 


項，, ly ? 每 


お手入れのときは電源プラグを巧く 



C 

プラグを巧< 


感電-义災の原因 

電源は交流1 00 V で定格1 5 A 1 U 上の 
コンセントを単独で使ラ 


• お手入れは本体び冷めてから行ラ。 
• めれた手で抜差ししない。 

感電-けがの原因 

電源プラグの刃および 
刃の取付面のほこりをとる 



〇 

コンセントの 
単独使用 


他の器具と併用したり、机や家具のコン 
セント、延長コードを使ラと、異常発熱 
して発义-火災の原因 



〇 

ほこ0をとる 


ほこりが付着していると、乂災の原因 


ご使用の前に まをのために化ずお守0<ださい 
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A 注意 


庫内の包装材は、使用前に取出す 


〇 

包装材は取る 


焦げ-変形-発义を防ぐため 


吸気口*排気口をふさがない 


乂災の原因 


* 吸気 □• 排気口 
は目ページを参 


照してくださし、。 



水平で丈夫な場所に置く 

振動-騒音を防ぐため 


〇 

水平な 
場所に■く 

* 置台は壁に固定することをおすすめします。 
4輪キャスター付を置台は不安定なため、 
おすすめでさません。 


電源コードを排気□や 
温度の局い部分1«~ 
近づけない 


感電-乂災の原因 


Q 

近づけ禁止 


义気の近くや水のかかるところに 
置かない 


電源プラグを持って巧く 



感電 • 漏電の原因 

壁との間をあける 

•排気び壁に直接あたらないよラに据付ける。 

過熱による発乂の原因 

• 窓ガラスの場合、排気 □ ( 9ページ参照）と 
20 cm が上離す。 

温度差で割れる原因 



〇 


電源コードを持って 
引さ抜くと感電- 
シヨート-発义の原因 

長期間使わないとさは、 
電源プラグを巧く 


絶縁劣化による感電 
漏電义災を防ぐため 


N 〇 


プラグを持つ 


プラグを巧く 


J ±20 anm ± 間を樹府 

-I ^7'^ をろ1日 C 做上 

左己加1な上乂ツ/ち日 cmU 上 
天面、背面、左ち側面のうち1面を開放し、 

上記寸まをあけて設置する。 

* 上記寸法を離してを、調理物の油や蒸気で、 
壁び巧れたり、結露することびあります。 


お手入れは本体が 
をめてか！5行う 




〇 

本体ををます 


やけどを防ぐため 


本体の上に物を置かない 


Q 

禁止 


食品カス•油*煮汁をつけたまま 
放置したり、加熱しない 


加熱しすぎて、変形-焦げ 
発乂の原因 


•付着したとさは、必ずふさ取る。 
(特にち側面の電波出□、ドア、庫内、ラッチ) 

乂花•発煙•発乂-故障-サビの原因 

今「お手入れ」28ページ 


Q 

.、禁止 


ご使用の前に まをのために化ずお守0<ださい 
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A 注意 


回転アミの上に魚や肉を置いたり、 
バター、ジャムを塗ったノじ/をグ、 
焼かなぃ 


油脂などが底面に落ち、発义の原因 


禁止 


ドアに物をはさんだまま 
使わない 

電波ちれによる障害の原因 

ドアに無理な力を加えない 

本体が倒れ' 

けが-電波ちれの原因 


Q 

禁止 

Q 


飲み物や食品などを加熱しずぎない 

•牛乳、生ク U - ム、粘りや油脂分のをし、液 
体、コーヒー、お酒、水、ジュースなど 
突然沸とラして飛び散り(突沸)、やけどの原因 
* 加熱前にスプーンなどでかさミ昆だます。 

* 加熱しすざたとさは、少し時間をおいて 
から取出します。 


Q 


•か量、干物、スナック菓子など 
発煙 .発乂の原因 禁止 

* 加熱中はそばを離れなし、でください。 


食品が燃え出した！5、ドアを開けない 

ドアを開けると空気が入り、义勢を増す原因 

1 . とりけしを巧して、電源プラグを抜く。 

2. 本体から燃えやすい物を遠ざけて、 

鎮义を待つ。 

( 鎮义しないとさは、かか消义器 
\で消す。 

* そのまま使わずに、必ず販売店に 
点検を依頼してください。 


Q 

ドアを 

開けない 


調理拟外の目的に使わない 

故障-発煙-発义の原因 

* 市販の「レンジ用容器-道具」を 
使用した場合の本体故障や食品の 
仕上びりは、保証でをません。 


Q 

禁止 


「使える容器•使えなし、容器」13ぺージ 


レンジ.コンビ加熱のとき 


ビンのふたやおははずず 


»、’告も 




• 密封性の高いふたを 
はずす - 

容器が破裂して、やけど-けがの原因 


〇 

ふたをはずす 


卵は割りほぐす 


•ゆで卵や目玉焼をの 
あたためをしない。 

破裂して、やけど-けがの原因 

殻や膜のある物は、 

割れ目や切れ目を入れる 



割0ほぐす 


〇 

切れ目を 

入れる 


例）ざんなん.栗.イカ.ソーセージ 

殻や膜が破裂して、やけど-けがの原因 


容器を取出すときは、熱くなっている 
ことがあるのでミち意する 
ラップをはずすとさは、 

蒸気の熱にミ主意する 

やけどを防ぐため 


〇 

熱に注意 


鮮度保持剤（脱酸素剤など）を^ 
入れたまま加熱しない 


発义の原因 


輝 


禁止 


ヒ—夕—.コンビ加熱のとき 


加熱中や加熱後しば！5くは、高温部 
(庫内.ドア•本体 • 天面*付属品 
など)に触れない 
ただし、操作パネルや 

ドア八ンドルはのぞく 接ぉ禁止 

高温のため、やけどの原因 




ご使用の前に まをのために化ずお守0<ださい 
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お願い 


をえやすい場所や 

蒸気*油のかかる場所に置かない 


本体が結露して、故障の原因 


テレビ*ラジオ*無線機器 
(無線 LAN など）-アンテナ線を 
近づけない 

• 4 m な上離す。 

画像の乱れ-雑音-通信エラーの原因 


ドアに衝撃を与えない 
加熱中、ドアに水をかけない 

• ドアは急;令したり、ぶつけたり、 
傷つけない。 

直後やその後の調理中に、 

ドアガラスが割れる原因 

付属品を落としたり、急をしない 


けが-変形-ひび-欠け-割れる原因 


落雷のおそれがあるとをは、 

電源プラグをコンセントか！5巧く 


故障を防ぐため 


使用するキーをまちびえない 


加熱しすざて、焦げ-発煙-発乂の原因 

• のみをのを あたためで 加熱しない。 
突然沸とうして飛び散り（突沸)、 
やけどの原因 


レンジ-コンビ加熱のとき 


金属容器、金串、アルミホイルなど 
を使わない 

• アルミで加工したをの（紙やテープなど） 
や、金銀の模様のある容器を使わなし、。 

义巧•発煙•発义 • 故障 • ドアの破損の原因 


宙詰、レトルト食品などは 
他の容器に移す 


义巧•発煙•発义-破裂を防ぐため 


カラのまま加熱しない 

少量や乾燥した物を加熱しすぎない 

•ルさく切つた根菜のか量加熱はしなし、。 

庫内やドアの内側が異常に熱くなり、 
やけど•乂巧•発煙•発乂-故障の原因 


丸皿にのせる分量は、容器の重さを 
含めて 4 k 邑までにする 
重し、物は丸皿の中央にのせる 

故障を防ぐため 


ヒ—夕— • コンビ加熱のとき 

調理後の付属品は、 

本体や熱に弱し、物の上に置かない 


変形-焦げの原因 

付属品の出し入れは、 

ミトンや乾し、た厚手の巧などを使し、、 
両手でずる 


やけどを防ぐため 


ご使用の前に まをのために化ずお守0<ださい 
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各部のなまえ 


本1体前圃 


上 ヒーター 

ステンレスの棒は、^ 
ヒーターな 護の ため 。 J 

ドア八ンドル CMD 

強い衝撃を加えない。 
ガラス管の割れの原因。 


電波出口 

2力所から電波び出る 
ツイン加熱。 


庫內打 

加熱中、点灯します。 


ミちれをつけたまま使わない。 
焦げ-义花が出る原因。 



操作パネル 

吵10ページ 


囚因 


背面 



排気口 

両側面と 
背面上部にある。 


吸気口 


電源コード 


電源プラグ 


アース端子（ネジ) 


アース線 


ご使用の前に 各部のなまえ(本が) 
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操作パネル 


表示部 

•加熱時間や還んだ機能、 
働いている機能、加熱 
表 7 JV ぶこを表术。 

く加熱表示> 



目動 キー 

吵1日〜17ページ 
•杯数-枚数を設定する 
だけで自動で加熱。 


自動 キー 

叶18〜19ページ 
•グラムを設定するだけ 
で自動で解ず。 


自動 キー 

今20〜21ページ 
• 時間' 温度設定び不要。 


形名 


形名により、キーの色、 
イラストび一部異な0ま 
すび、使い方は同じです。 


MITSUBISHI 

f DDDDDD 001 Jc 

[lilililDDDD し ' し " Jw 

□ □□ 一 

□ □ □ □ □ 

DDD D D 


tUhlM 


のみちの 
杯数 t ット 

がザ 

fTF : 


I -- スト 
巧数たット 


>解凍ち 


1. 肉 

2. さ 




レンジ脚ち康貪品 
1 .ピラぶノが夕叫 

泌ダ 



ケーキ屬 

ん 

.• *4^ がぶ 
•参謗聲凑翻嫁を苗 I 
二を％養旅資倉聲」 


あたため•スタート 


ク 


とりけし 

◎ 


CANCEL 


レンジ 

500W/200W 

両面グリル 
オーブン/発酵 


温度•仕上がり 

\/ へ 


時間•ヴラム 
10分 

1分.10 Og 

10砂 - lOg 


ちたため 
スタート 


キ— 


をたため I 1 4〜1日ページ 
• 時間設定び不要。 


I スター内 

•加熱をスタートするときに 
押す。 

* 加熱の途中でドアを開ける 
と加熱は中断する。続ける 
とをはもラー度押す。 

V _ y 

とりけしキー 

•キーを押し間違えたとさ、 
加熱をやめたいとさに使5。 


手動キー 

吟22〜2日ページ 
•料理に応じて温度-時間を 
設定して使ラ。 


ミ品度-仕上びりキー 


1 S 

•温度の設定に使ラ。 

g 主な哥 

• あたため.自動キー で、仕 
上びりの強弱を調節したい 
ときに使う。（ただし、 

あたため'レンジ用冷ま食品 
「1.ピラフ-バスタ」 は強 

めのみ） 

• スタート後20秒間だけ調節 
でさる。 

の ''' 加熱時間び約2割 
(強め）増える。 

@…加熱時間び約2割 
(弱め）減る。 


時間-グラムキー 

•時間-グラムの設定に使ラ。 


自動メニューは 、あたため、のみもの、卜ースト、レンジ用を;ま食品 （2 メニュー)、 辑ま （2 メニュー)、 
フライ再加熱、ケーキ で合計9 メニューです。 


ご使用の 前にる部のなまえ(操作パネル】 
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付 P 區 


〇必ず使ラ 乂使わない 


f 

付属品 

使い方 

加熱方法 ' 

レンジ•オーブン•グリル•コンビ 

卜ースト 

纖 

•庫内底部の回転軸に差込む。 
•お手入れのとさしソ外は、差込 
んでお<。 

•はずすときは、：令めてから真 
っすぐ上に弓1き抜く。 

〇 

〇 

丸皿 

(セラミック製） 1コ 

〇 

•回転アミの上にのせる。 
•ちれたまま使わない。 

焦げつさ-変色の原因。 

•強い衝撃を加えない。 

ひび-欠け-割れる原因。 
•加熱中や加熱直後は、丸皿に 
直接触れない。やけどの原因。 
丸皿や食品を出し入れするとき 
はミトンや乾し)た厚手の巧など 
を使ラ。 

•食品は、ずらさずに持ち上げ 
て取出す。 

丸皿びはずれる原因。 

〇 

X 

アース 線 1本 

• 本体背面に取付けてある。 r アースの取付け方」今 4 ページ 

取扱説明書/メニュー集（本書）1部 保証書1部 

V J 


* オーブン-グ U ル調理時の丸皿の出し入れ用 r 持ち手」び別売品としてあります。 
ほ B 品コード： M 18 316 1弧 U ) 

お買上げの販売店でお買ホめくださし、。 

* 付属の丸皿を割ってしまったとさは、お買上げの販売店でお買巧めください。 
付属の丸皿外の皿は使わないで<ださい。故障の原因。 


B ご使用の 前にる部のなまえ(付属品) 
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準備（カラ焼きをする) 



n 


し, 


初めてのご使用前に必ずカラ焼きを./ 

• ヒーター加熱時の気になるにおいを抑えるため、最初に庫内の油を焼き切ります。 

■がす畑 

煙やにおいが出ますが故障ではありません。窓を開けるか、換気扇を回してください。 


-1 電源プラグを 
I コンセントに差込み、 
ドアを開ける 

P 回転アミを 
し 回転軸に差&み、 
ドアを閉める 

Q 才ーブン/発酵を 
一1刚甲ず 



丸皿、包装材、燃えやすし、 
紙などは必ず取る。 



A 温度@を巧して 
1に加で」に合わせる 


?弓矿 


、レ V し 


uy 


16日〜2日日で （1 日で単位）を表示。 


時間面 D 
ゾ no 分 」I 


を巧して 
に含わせる 
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スタートを巧ず 

カラ焼きがスタート。 


終了 


終了音び鳴る 


A を意 

加熱中や加熱後は、高温部（庫内-回商ア S • 本体 
天面）に細れない。 

高温のため、やけどの原因。 


广ぉ知己を 

カラ焼きをする前に調理しても、食品には影響ありません。 


ご使用の前に準備(カラ巧ををずる) 
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使える容器-使えない容器 J 


〇使える 乂使えない 


容器の種類 

レンジ加熱 

ヒーター加熱 

コンビ加熱 
(レンジ+ヒーター) 

陶器、磁器 

〇使える 

WQ) 

* ただし、ひび、傷、金銀の模様、内側に色絵のある器は、傷めたり、乂巧が 
出るので使えない。 



耐熱性ガラス容器 

〇使える 

* ただし、ひび、傷のある器を使ったり、急熱、急冷すると割れることがある。 

耐熱性のない 
ガラス容器 

〇受 

X 使ぇなぃ 

•クリスタルガラス、カットガラス、強化ガラスなどち使えない。 

耐熱性 

プラスチック容器 

を 

〇使える 

•耐熱温度が i 4 crciy 上で、「電子レン 
ジ使用巧」の表示のある物が使える。 

* ただし、電液で変質する物、砂糖- 
油分のをい料理など、高温になる食 
品には使えない。 

X 使ぇない 

* ただし、オーブン•グリル指定のものは 
使える。 

その他 

プラスチック容器 

廚戀 

X 使ぇなぃ 

• 耐熱温度が MO ° C 未満の物、電波で変質ずる物も使えない。 

(例：スチ□ール、ポリエチレン、メラミン、ユリア、フエノール樹脂など） 

* ただし、スチ□ールトレーは解凍のみ使える。 

ミを gs 

竹•木•炭•藤-紙製品 

X 使ぇなぃ 

•こげたり、塗りがはがれたり、ひび割れすることがある。 

* ただし、紙、楊枝、竹串などは料理によっては使うことがある。 

ラップ 

〇使える 

• 耐熱温度が McrciiLb の物が使える。 

* ただし、砂糖-油分のをい料理な 
ど、局;豆になる食品には使スない。 

X 使ぇなぃ 

ぉただし 、手動 
オーブン/発酵の 
「発酵」には使える。 

X 使ぇない 

金属容器、金串、金網、 
アル5ホイルなど 

終 Q 

V 

X 使ぇなぃ 

* ただし、アルミホイルは電放を反 
射する性質を利用して部分のに使 
ラことがある。 

(解凍など） 

〇使える 

* ただし、取っ手などが 
プラスチックの物は使 
えない。 

X 使ぇない 

/ 


* 耐熱温度は、容器 I し表术されてし'^る家庭用品品質表710去の表をご覧ぐたさい。 
材質や耐熱温度がわからない容器は使わないで<ださい。 


ご使用の前に使える容器.使えない容器 
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おたため 

(常温-を蔵） 


■OgQj" 段！ 



• ごはん、おかずなどのあたため直しがセンサーのはた5走で自 
動ででさます。 

• 食品の分量は約100〜500旨です。 

を蔵品はあたたまりにくいため、お好みにより仕上がり 
(5) (強め）で加熱してください。 

• 出力 500 W のレンジ加熱です。 

•手動で加熱する場合の時間のめやす。 今 27ページ 


食品を入れる 

容器に入れて丸 m にのせる。 


2 


あたためを巧ず 

加熱がスタート。 

加熱表示を続ける。 


おたため 


レンジ 


5 nn 

UUW (残り時間は表示しない。） 


♦仕上が0の調節をしたいとさ 今1日ページ 

スタート後、20秒拟内に 仕上びりの （強め）を選ぶ。 
(仕上びり （2) 觸め）は選べない。） 


加熱終了 

食品を取出ず。 


加熱終了音び鳴る 


•もっと熱くしたいとき 

ちラー度食品を庫内に入れて あたため を巧す。 


■a 刷— 

■ゆで卵や目玉焼きを作ったり、あたため直したりしない。 

破裂して、やけど-けがの原因。 

■巿販のおべんとラは、ラップやふた、アル S ホイルや別容器の調味料は 
取除いてか6加熱する。 

■丸皿が熱いときは、耐熱性のない容器やラップ包装した食品などを 
のせない。とけたり、変形の原因。 

■食品が少量り00旨未満のときは、手動レンジ「5加 W 」 で様子を見なび6 
加熱する。 


(お知らせ） 

加熱中など、ドアの内側びくちることがあります。 

ドアの内側に露がつき、床にたれたとさは、巧でふいてください。 


自動ふだんの使いちあたため 
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フツノやふだ么~^るちの 

• しっとり仕上げたいとき 
•分量びをいとさ 

• あたためると飛び散って庫内び巧れ 
るをののとさ（カレーなど） 
•ラップは、食品部はゆったりと、容 
器のふちはぴったりおおラ。 
(ラップの破裂防止のため） 


ラップやふたをしないちの 



kin# 


野菜げめ 
野菜の煮もの 


カレー 

シチュ ー 


下記の食品は 

それぞれのキーであたためる 


■冷凍品（冷凍ごはん-ちまおにぎりなど） 
今レンジ用;おま食品「1.ピラフ • バスタ」 （2 日ページ） 
■牛乳. お 酒. コーヒー など 

今のみちの （1 日ぺージ） 

(あたためでは沸騰したり、上手に加熱できない) 

■肉まん-あんまん-パン 
今手動レンジ「5加 W 」 （27 ページ「あたため」） 
•様子を見なびら加熱 

•肉まん、あんまんは、水を&つてから加熱 
(あんび先に熱くなるので注意する） 


カラッと仕上げたいとき 

>s 



ごはんらの 

ごはん-ピラフ 





しっとり仕上げたい 
とさは水をふる。 


汁らの （ 1人分） 
みそ汁-すまし汁 • 
スー フ 


焼きらの 

焼さ魚•焼さと0 
八ンバーグ 


をを 

煮汁を少しかける。 



しゆうまい 


、.ホ ン 


使う容器は 

■食品の量にあった大ささの陶器、磁器、耐熱性の 
容器を使ラ。 " H 3 ページ 

■ふたをするときは、密封性の高い物は使わない。 
変形の原因。 


上手なあたためのコツ 

■高さが巧一になるよラに盛りつける。 

I 食品が薄くて、平5な物のときや少量 （100 旨未 ' 
満のときは手動レンジ rsoow 」 で様子を見な 
\が5加熱する / 

■加熱の途中で、かさ混ぜや裏返しをする。 


自動ふだんの使いちあたため 
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のみちの 


■OgQjl 副 



沸とラ検知機能 

ミ弗とラしたとさ 
には、センサー 
び感知して自動 
的に加熱は終了 
する。 

K _ y 


>牛乳のあたためや S かんが杯数を設定するだけで 
自動ででさます。 

食品の分量は！〜2杯です。 

• 出力 500 W のレンジ加熱です。 

>手動で加熱する場合の時間のめやす。今27ページ 


i 食品を入れる 

I ミルクはマグカップに、酒はとっくりか耐熱性のコップに 
入れて、丸 m にのせる。 

2のみものを杯数分巧ず 

願かんは仕上びり （ S ) 攝城を使う。） 


] 杯は 1回巧ず 


2杯は 2回巧ず 



cm 

JUU\N 

レンジ 

/巧 

/ 



广 m 
JUU\N 

レンジ 

つ杯 

C 


加熱がスタート。 

表お部は「レンジ」び点滅し、20秒後、残り時間を表示。 

♦仕上がりの調節をしたいとさ 今10ページ 
スタートを、20秒け内に 仕上がり （ S ) 願城の趟助を崖ぶ。 


加熱終了 

食品を取出ず。 


加熱終了音び鳴る 



( 上手な加熱のコツ） 

■ 1杯分の分量のめやす 

•牛乳=約 200 mL •ミ酉かん=約 180 mL 
( 1 mL = 1 cc ) 

• 容器の 7 〜 8 分目をめやすに入れる。 

分量び少ないと沸とラすることがある。 

■分量に合わせて仕上がり調節を使う 

•分量び少ないとき今 仕上びり （2) 願め）で調節する。 
• 分量びをいとさ 今仕上がり （5) (強め）で調節する。 

■加熱後は 

かさ混ぜる。 

■首のほそいとっくりは 

上 1/3 をアル=ホイルでおおって、 

しっかりと押さえる。 

I 丸皿への並べ方 


丸皿 




6 
J — 


自動ふだんの使いち のみちの 


ス 





> ] 〜2枚の I ストび、枚数を設定するだけで 
自動でできます。（グ U ル加熱です。） 

>時間は約日〜7分です。 

>手動で加熱する場合の時間のめやす。今27ページ 


丸皿をはずし、食パンを 
回転アミにのせる 


* 肖'刷 M 

丸皿ははずす。 


1已已を\ 

P ロロロ、 
h ロロロ） 

ぶ呂白が 


1枚は片側に畜せる 
(中央は焼けない） 


2卜ーストを枚数分巧す 


] 枚は 1回巧ず 


2枚は 2回巧ず 


/ 


J 

グリル f め 


グリル しめ 


加熱がスタート。 

表お部は r グ I 」ル」び点滅し、 

20秒後、残0時間を表示。 

参仕上がり調節をしたいとき吟 10 ページ 
スタート後、2的少1；(内に 仕上がり 〇願め)这)猫め)を選ぶ。 


加熱終了 

食品を取出す。 


加熱終了音び鳴る 


■が卸 《■ 

庫内に落ちたパンくずは早めにふさ取る。 


(お知5せ） 

■表と裏の焼き色は異なります。 

■モ熱は必要ありません。 

上手な!ストのコツ 

■焼き色はバンの種類、厚さなどによって異なる 

•お好みに合わないときは 仕上がり （2) 願め）の猫め）で調節する。 
•:令凍パンは 仕上がり （5) 猫め）を使う。 


■回おア S への並べち 

近 


气日旨 A 

□□己、 

呂呂琢^ 


1枚 回転ア S 






2枚 


自動店だんの使いち トースト 


煩内側面にパンが当た5ないようにする) 
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食品を入れる 

ラップをはずし、スチ□-ルトレーごと丸 m にのせる。 

■が 卸 m 

ラップ、飾りははずす。 


2解凍を巧す 


肉は 1回巧ず 


さしみ庶介）は 2回巧ず 


解凍 


3 


クフ ム 6□幽 1 曲□喝 〕を巧して 

食品の重さをセツトずる 


スタートを巧ず 

加熱が スタート。 



20秒後、残り時間を表示。 


参仕上びりの調節をしたいとさ今10ページ 
スタート後、20秒じ(内に仕上がり（^(弱め）(ろ（強め）を選ぶ。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

♦ちっと解ましたいとき 

手動レンジに加 W 」 で様テを見なびら加熱する。 

庫内や丸皿び熱いときは、ドアを開けてをやす。（約15分） 


■ OgQj " 段 



[お知らせ： ） 

■加熱中はブーンとい 
ラ音が出たり、止ま 
つたりします。 
これはレンジの動作 
音です。 

■食品の形状-初期温 
度などによっては部 
分的に煮えることが 
あります。 
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解 凍] 



•肉、さしみなどの半解凍がグラムを設定するだけで自動で 
でさます。 

• 食品の分量は約100〜加〇呂です。 

• 肉は出力 140 W 相当、さしみは出力 120 W 相当のレンジ加熱 
です。 

•手動で加熱する場合の時間のめやす。今27ページ 


自動ふだんの使いち解巧 
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「肉類」（解凍を1回押ず） 

薄切り肉 

を凍時に、でさるだけ 
重ねないで平らにする。 




醒 


とり肉 

骨付さのをを肉は、細 
い部分にアル S ホイル 
を卷く。 


ひさ肉 

:令凍時に、薄く平らな 
あにル分けする。 


かたまり肉 

側面にアル=ホイルを 
巻く。 

仕上がり （5) (強め） 

を使う。 



「魚介類」（解凍を2回押す） 

まぐろ•切り身魚 

厚さび均一でない場合 
は、薄い部分にアル= 
ホイルを巻く。 


えび 

;令凍時に、重ねないで 
平らにする。 



一匹魚 

頭、尾などの細い部分 
にアルミホイルをきく。 


アル S ホイルを巻 < とさは、 

丸皿か S はみ出さないよラに巻く。 
庫内の壁に軸れて、火巧の原因。 


ラップ包装のまま解凍するとき 


の 


付属の丸皿に直接のせて、 
仕上びり （S) (弱め)を 
使ラ。 


食器にのせて解凍ずるとを 


雜 


つップ化なホし、 
仕上びり （2) (弱め)を 
使ラ。 


( 上手な解まのコツつ 

■を凍室か5出してすぐに解凍 
溶けかけている物、 ] 〇〇呂未満の物は、解凍しすぎを 
防ぐため手動レンジに加 W 」 で様テを見ながら解凍 
する。 

■ホームフリージングは 

•新鮮な物を選ぶ。 

•飾りや敷さ物は取除く。 

• 1回分(約 200g) ずつに分けて、約 3cmLU 内に 
厚さをそろえる。 

•空気を抜さ、ラッフなどで密封する。 


■厚みのある物、かたまり肉などは 
側面にアルミホイルを巻く 

側面だけ早く解凍されるのを防ぐことびできる。 
また、仕上びり （5) (強め）を使う。 

■細い部分、薄い部分にはアル S ホイルを巻く 
解凍のしすぎを防ぐことびできる。 

また、薄い物は仕上がり（2)(弱め）を使う。 
■仕上びりは半解ま 

:令凍しておいた魚や肉の中むび、まだ少しまって 
いる半解凍の仕上びりになる。 


自動ふだんの使いち解凍 
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レンジ用冷凍食品 1 

■OgQjl 編 



•が風— 

■丸皿が熱いときは、 
耐熱性のない容器や 
ラップ包装した食品 
などをのせない。と 
けたり、変おの原因。 

■おべんとラ用など] 
コ10日旨! U 下のものは、 
手動レンジ「500 W 」 
で様子を見なが6加 
熱する。 

C 上手な加熱のコツ） 

■バッケージに並べ方が 
言己載されているとさは、 
その並べ方にする。 

■ピラフなどのご飯類、 
バスタなどのめ/頁は、 
加熱後かさ混ぜる。 


>巿版のレンジ用をま食品のピラフ-バスタ-グラタン類 
と、ちまごはん-を凍おにざりのあたためができます。 

• 食品の分量は約100〜500呂です。 

• 出力 500 W のレンジ加熱です。 

• 手動で加熱する場合の時間のめやす。 

今27ページ「あたため」 


食品を入れる 

食品を丸 m にのせる。 



ラップ(巧袋） 

分量 

時間のめやす 

ピラフ 

ち 

約250呂 

約日分 

パスタ 

ち 

約200呂 

約日分 

グラタン 

— 

1皿約24日旨 

約8分 


※"‘ッケージに記載の時間とは異なる場合があります。 


■が風〜 

オーブン用のを凍グラタンには使わない。（火巧の原因） 
手動両面グリルで加熱する。今32ページ 


2レンジ用冷凍食品を巧す 


ピラフ-バスクは！ 回巧ず 
G 令凍ごはん-:令まおにざり） 


グラタンは 2回}甲ず 


ちたため 
レンジ 


5,m 


UUw 



加熱がスタート。 

表示部は「レンジ」び点滅し、 
20秒後、加熱表示する。 

媽り時間は表示しない。） 

♦仕上がりの調節をしたいとき 
吟10ページ 

スタートを、20秒 LU 内に 
仕上がり （5) 爐城を選ぶ。 
(仕上がり （2) 願城は） 
(選べない。 ] 


加熱がスタート。 

表示部は「レンジ」び点滅し、 

20秒を、加熱表示する。 

約4〜8分後、残り時間を表お。 

♦仕上がりの調節をしたいとさ 
•10 ページ 

スタート後、20秒 LU 内に 
仕上びり （S) 願め） © 猫め) 
を霞で。 


加熱終了 


加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

•もっと熱くしたいとき 

手動レンジ rsoow 」 で様子を見なびら加熱ずる。 


(ぉ知5せつ 

■上手にできないときは、パッケージに記載の時間を参考に、手動レンジ 
巧皿 W 」 で様子を見なが5加熱してください。 

■加熱中など、ドアの内側びくちることがあります。 

ドアの内側に露がつさ、床にたれたとさは、巧でふいてください。 


使う容器は 


■食品の量にあった大きさの、陶磁器、耐熱性の容器を使う。今13ぺージ 
■ふたをするときは、密封性の高いふたは使わない。変形の原因 


自動ふだんの使いちレンジ用を巧食品 
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フライ再如熱/ケーキ 


励 





側目夕=^^5^くを替 


2 


食品を入れる 

食品を丸 m にのせる。 

ケーキを J 甲ず 

加熱がスタート。 



加熱表おし、20秒後、 
残り時間を表お。 


参仕上がりの調節をしたいとき今10ページ 
スタートを、20秒し i (内に仕上がり （2) 願助@猫城を還ぶ。 


加熱終了 

食品を取出す。 


加熱終了音び鳴る 


(お知己せつ 

■設定温度の変更はでさません。 

■モ熱は必要ありません。 

, -フライ再加熱- 

ラップ-包装ははずず 

•コンビ加熱です。レンジとヒーターで加熱するので、アルミホイル、 
金属製の容器は使えません。（火花の原因） 

• 調理済みのフライなどをヴクッと仕上げます。 

• 食品の分量は約100〜300旨です。 

• 食品は丸皿に直接のせます。 

• 手動で加熱する場合の時間のめやす。今27ページ 


上手な加熱のコツ 


■厚みのある物は仕上がり（5)(強助を使う。 

■薄い物やク U - ムコ□ッケのよラな中身のやわ5かい物は 
仕上がり （ S ) 願め佑使う。 

-ケ-キ- 


Iオーブン加熱です。 
スポンジケーキ吟3日ページ 


自動ふだんの使いちフライ再加熱/ケ—キ 
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丸皿を使つ c 



、 

MITSUBISHI 


のみちの 
怀巧 t ット 

友たたがスタ-卜 

START 

卜ースわ-' 

枚巧卜 ’ 1 

み 

とりけし 

© 

CANCEL 

招康^ 

嘯 

レンジ 

500 W / 200 W 

両面グリル 

レンジ届ちま旨品 

1 .ピラフ_■バスタ <-• 

"部 

すーブン/究爵 

温度-化とがり 

V へ 

フライ再邮飄„ 

A 

時間'グラム 

10 巧 

♦ 

. 一 

一 J * — 

1 分 10 Og 

TWjj log 


ノ 


(お知5せ） 

■加熱中など、ドアの 
内側がくちることが 
あります。 

ドアの内側に露がつ 
き、床にたれたとさ 
は、巧でふいてくだ 
さい。 

■レンジ出力調節のた 
め、ブーンといラ音 
び出たり、止まった 
りすることがありま 
す。 


/ と UUVV ノ 


>レンジ出力は rsoow 」、 r2oow 」 が選べます。 
>設定でさる時間は、 rSOOW 」 が10秒〜20分、 
に 00 W 」 が10砂〜弧分です。 


2 


食品を入れる 

食品を丸 m にのせる。 

レンジを巧ず 

巧00 W 」 は 1回巧ず 


COOW 」 は 2回巧ず 



cm 


JUUw 


み、を 


_^^ 



Q 時間面 D bmm ) tom ) を巧して 

^時間を含わせる 


cm 

JUU\N 


jnn 

CUU\N 

レンジ ニ 1 〕n 

し巧- IU 秘 


レンジが 1 nn 
ILMJU 砂 


20分は分のみを表示。 


4スタートを巧ず 

f 加熱がスタート。 


2日分政上は分のみを表示。 


、レ Sffiw 


、レ ぶ成 

ザ ?品 


が或5免 


残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

•巧11 

丸皿が熱いときは、耐熱性のない容器やラップ包装した食品などを 
のせない。とけたり、変形の原因。 

上手な加熱のコツ 

■加熱時間は、食品の量が2倍になると2倍弱になる。 

■加熱時間を短めにし、途中でできばえを見て調節したり、 

かさ混ぜや裏返しをする。 

■煮こみのとさ 

• ふさこぼれを防ぐため、必ず深めの耐熱容器を使ラ。 

•ふたびないとさは、ラップをかける。 

• 落としぶたは、耐熱容器よりもひとまわりルさめの皿や 
才ーブンシートでちよい。 


A 

A 

n 

/ 

w 

o 

が 

ン 


の 


手動お好みの使いち レンジ 


DDDDDDDD 

□ □田 5 OOV 0 □日 □ □ 


(お巧己せ） 

加熱中など、ドアの内側がくもることびあります。 
ドアの内側に露びつさ、床にたれたときは、巧でふい 
て < ださい。 


1邮呂=約2分2册旨=約3分 
300呂=約4分 

なす 



加熱を、水にさらしてアクを抜く。 


根菜•义①通りにくい物 


10日邑=約3分2朋邑=約4分 
3日日邑=約日分40日邑=約8分 

じやがいち • さごまいち 



加熱後、 約 5 分 庫内でむ b す。 


細か<切ったもの•少量のとき 


玉ねぎのみじん切日 



中1コ巧加邑）=約4分 

ふたをしないで加熱する。 


ほ5れん草•キャベツ•白更など 




窒と案を交互に重ねてラップに 
包む。アクの強い物は、加熱後、 
水にさらしてアクを抜く。 

グ U - ンアスパラガス 




根元の固い部分の巧をむく。穂先と 
根元を交互に重ねてラップに包む。 
加熱後、水にさ5して色止めをする。 


かぼちゃ 



大きさをそろえて平らにし、 
ラップに包む。 


とラちろこし 



皮をむいてラップに包む。 
はじける音びするとさびある。 


にんじんのスライス 




中1本 （1 加邑）=約8〜10分 

ひたひたの水を入れ、ふたをして 
加熱ずる。 


(お知5せつ 

薄く切った物、ルさく切った 
物（にんじん、 S ックスベジ 
タブルなど）のか量加熱は、 
火巧び出ることびあります。 
この場合は耐熱容器に入れ、ひ 
たひたの水を加えたり、様子を 
見なび6加熱してください。 


上手な加熱のコツ 

■洗ったあとの水気を残したままラップに包んで加熱する。 

■厚さや大きさをそろえて加熱する。 

■ブロッコリーや力 U フラワーは、ル房に分けて太い部分に切り込みを入れる。 

■加熱途中で、裏返しやかさ混ぜをすると、加熱ムラが少なくなる。 

■ほラれん草やなすなどアクの強い野菜は、加熱前や加熱後に水にさ5してアクを巧<。 


手動お好みの使いち 野巧の下ごし 5 え 
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ブン 


食品を入れる 

丸 m に食品をのせる。 


2才ーブン/発酵を1回巧ず 


をか 

/|\ 


uy 


Q 温度の (5) を巧して 
^温度を合わせる 


tnrtc 

I tu 

古、占/ 
__ 


1日日〜250む（1日で単位）を表示。 


A 時間面 D b □□峭 1 扣□喝） を巧して 

1時間ををわせる 


の广わ 
-ブン MU 

の m 

/LfeL/Lfo 


20分 LU 上は分のみを表示。 


5 


スタートを巧す 

加熱がスタート。 


|< tnnc 


残り時間を表示。 


才ーブン 

/、の 

/ fe 


•二と L 


♦加熱途中で温度を変更したいとさ 

温度 @のを巧して、温度を合わせる。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 

上手な加熱のコツ 

ガスオーブンや市販の料理ブックでの作り方の温度や時間に合わせた場合、仕 
上がりがよくないことびある。次回か5はお巧みの仕上がりになるようにミ品度や 
時間をかえる。 


才 -— 



予熱が必要なとき 


予熱温度 

1抓で 

18日 。 C 

2加む 

予熱時間 

約3分 

約4分 

約扮 


2 〜 5 の手順で予熱を 
わつ。（丸皿、食品は 
入れない。） 

■巧励田 

庫内温度が下がると、 
仕上がりが悪くなる。 
•モ熱途中はドアを 
開けない。 

•モ熱後は、でさるだけ 
早く食品を入れ、スタ 
-卜する。 


お知らせ） 

温度と時間どち S か5で 
も合わせることができま 
す。 



• オーブン料理に使います。 

• 設定でさる温度は、100〜250で、 
時間は10砂〜邮分です。 


C 


手動お好みの使いち才—ブン 
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発 





酵 I 


•) ':ン生地の発酵に使います。 


• 設定で走る温度は30でと40で、 


時間は、10秒〜60分です。 



食品を入れる 

丸 m に食品をのせる。 


P 才ーブン/発酵を2回巧す 

^ \|/ \レ1 

ブ3 琴4矿 
/|、 


•温度を如でに設定するとき 

温度®を巧す 


Q 時間 起 3 bmm ) (の□鸣 ) を押して 

^時間ををわせる 



20分む上は分のみを表示。 


スタートを巧す 

発酵がスタート。 

' 残り時間を表お。 



加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


[お巧5せ） 

夏場やを場など室温の高おや、庫内に入れる食品や容器によって、 
発酵中の庫内の温度び変わってさます。 

食品の様子を見なが5発酵の温度-時間を調節してください。 


手動お好みの使いち発醒 
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両面ヴリル 





• 表面をこがす料理に使います。 


•加 ( TC の高ミ豆で加熱します。 


(温度の変更、モ熱はでさません。） 


• 設定でさる時間は10砂〜30分です。 



食品を入れる 

丸 m に食品をのせる。 

2両面グリルを巧す 

骗矿 


Q 時間歷 D b □□峭 1 扣□鸣） を巧して 

^時間を合わせる 



前が 

—in 

グリル 

か 


20分 Li (上は分のみを表示。 


スタートを巧ず 

加熱がスタート。 

jnnrc 夕夷削寺間を表术〇 

诚。 I ?成 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出ず。 


手動お好みの使いち 両面グリル 
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手動で如熱する場合の時間のゆやす1 


加熱時間は、電源電圧-室温-庫内温度-分量-初期温度などで変化します。 
食品の様子を見なが5加熱してください。 


あたため （ レンジ r 如 0 W 」 で加熱する) 


メニュー 

ラップ 

分量 

加测き間のめやず 

ごはん 

一 

] 人分 （1 甜邑） 

約1〜1分3日秒 

ピラフ 

一 

] 皿（巧日旨） 

約2分3日秒〜3分 

しゆラまい 

一 

1己コ（の己旨） 

約1分30秒〜2分 

焼さ魚 

一 

] 切口日旨） 

約甜秒 H 分 

みそ汁 

一 

] 杯り前 mL ) 

約卜 2 分 30 秒 

スープ 

一 

] 杯 （2 日日 mL ) 

約2分3日秒〜3分 

焼さそば 

有 

] 皿巧日日邑） 

約卜3分 

野菜炒め 

有 

] 皿（巧日旨） 

約卜3分 

野熱煮もの 

有 

] 皿柳日旨） 

約卜3分 

カレー 

有 

] 皿 （2 日日 吕） 

約1分3日秒〜2分 

肉まん 

有 

] コ柳旨） 

約甜秒〜1分 

あんまん 

有 

] コ柳旨） 

約甜秒 H 分 

□ールパン 

一 

] コ巧日旨） 

細日秒 

、ム 

/で 

凍 

ごはん 

有 

] 人分（巧日旨） 

約2分3日秒〜3分 

カレー 

有 

] 皿の日日旨） 

約卜6分 

グラタン 

一 

] 皿の4日旨） 

約7分 

焼就に即 

一 

2コり册旨） 

約2分 

ピラフ 

有 

] 皿（巧 日邑） 

約 4 〜日分 

スバゲティ 

有 

] 人分の日日旨） 

約 4 〜日分 

しゅうまい 

有 

巧コ （2 巧 旨） 

約 4 〜日分 

肉まん 

有 

1 □ 柳旨） 

約卜約 1 分寒 

あれ;まん 

有 

1 □ 柳旨） 

約 1 〜約 1 分寒 


1 mL =] 巳巳 


のみもの （ いジ r 如 0 W 」 で加熱する) 


メニユー 

ラップ 

分量 

加測き間のめやず 

牛乳 

一 

] 杯口日日 mL ) 

約1分3日秒〜2分 

コーヒー 

一 

] 杯り前 mL ) 

約1分3明少 

お酒 

一 

] 杯 （1 弧 mL ) 

約1〜]分孤秒 


1 mL =] 巳巳 


卜—乂卜（両面グリルで加熱する) 


分量 

加熱時間のめやす 

常 

ご日 

/nn 

] 〜2 枚 

約日〜日分孤砂 


解凍 ( レンジに加 W 」 で解まする) 


分量 

ラップ 

加熱時間のめやず 

1. 

肉 

]〇〇旨 

一 

約] 〜2 分 

200 旨 

一 

約 3〜4 分 

300 旨 

一 

約 4 〜日分 

2. 

さ 

し 

み 

]〇〇旨 

一 

約] 〜2 分 

200 旨 

一 

約 2 〜 3 分 

3 孤旨 

一 

約 3〜4 分 


フライ再加熱(両面グリルで加熱する) 


分量 

加熱時間のめやす 

常 

ご日 
ノ HQ 

ノで 

；Mte 

] 00〜300呂 

約 1 日〜に分 


こんなとさは 手動で加熱ずる場合の時巧のめやす 
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お手入れ 


お手入れのときには安全のため、次のことを必ずお守りください。 


A 警告 


電源プラグを巧く 

• めれた手で抜差ししない。 

感電-けがの原因 

プラグを抜く 


[ A 注意 

'N 

本体か冷めてか 5 行う 

A 

やけどを防ぐため 

V 

本体を冷ます 

J 




■こまめにお手入れ 

巧れたままではミちれび落ちにくくなった 
り、火花•煙-さび-腐食-ドアのひ 
び-割れの原因。 


■本体の周囲も清潔に 


本化 • 庫内 


■巧やスポンジと、うずめた台所用中性な剤を使い、 

巧の物は使わない 

傷•さび-ドアのひび-割れの原因。 

•みびさお-クレンヴー（丸皿のみ使える。） 

•金属 タワシ、スポンジのナイ□ン面など 
•アルカ U 性や酸性の洗剤 一 _ 

•揮発性の溶剤や薬品 X ィ〇ソ® 

オーブンク U —ナー’打油’ガソ1」ン’ベンジン’シンナーなど 



かた < 絞つた柔6かい巧でふ< 

ちれびひどいときは、 うずめた台所巧中性 ミホ剤を使う。必ず、洗剤をよくふき取る。 
* 巧れをふさ取った跡が残りますび、ご使用上さしつかえありません。 



付属品 


スポンジなどでこまめに巧い、化気をふ< 

•ミちれはすぐにふさ取る。 

• 丸皿の落ちにくいミちれは、クレンヴーでこすり落とす。 

ミちれたままで加熱すると落ちにくくなり、焦げつき-変色の原因。 

■巧励 M 

■金属 タワシなどでこす5ない 傷-割れ-火花の原因。 
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こんなときはお手入れ 


















































故障かな？と思ったら J 

修理など依頼される前に取扱説明書をよ<お読みの上、次の点をお調べ<ださい。 

r こんな場合は故障ではあ 0 ません。 


•電源フラグをコンセントに差込んで、ドアを開閉しましたか。 

• 操作後、5分を過ぎていませんか。 

► ドアを開閉してください。 

(電源フラグを差込んだだけでは、表示は出ません。） 

加熱終了後5分過ぎると、自動的に電源び切れて表示び消えます。 
「待機時消費電カゼロ」のため吟2ページ 
•停電していませんか。 

•電源プラグび抜けていませんか。 

•配電盤のヒューズびとんだり、ブレーカーが落ちていませんか。 
(電流容量不足） 


キーを 押してち 
作動しない 

• ドアは確実に閉まっていますか。 

• 操作後、5分を過ぎていませんか。 

► ドアを開閉し、わ5—度キーを押してくださし、。 

「待機時消費電カゼロ」のため今2ページ 

• あたため-レンジ用を凍食品「1.ピラフ‘パスタ」 の 仕上びり （2) 

(弱め）は選べません。 

食品び加熱をれない 

• レンジ加熱のとさ、食品び金属容器-アル=ホイルなどで 
おおわれてし)ませんか。 

• スタートを 押し忘れていませんか。 

•表示部に「デモ」び表示されていませんか。 

店頭展示用（デモ）モードになっています。 

キーを押してを加熱されません。 

►電源プラグを抜いて、数秒をに再度差込んで<ださし、。 

「デモ」び消え、デモモードび解除されます。 

义巧び出る 

•金-銀模様の容器、針金など金属を使った容器を使用して 
し)ませんか。 

•庫内の壁にアル=ホイルなど金属び触れていませんか。 

• 食品の量びきわめて少なくありませんか。 


•電波出 □、 庫内底面に巧れ(食品カスなど)びついていませんか。 

今28ページ 


•カラ焼きをしましたか。今12ページ 

煙び出た0、 

いやなにおいびずる 

庫内の油を焼き切るため、煙やにおいび出ることがあります。 

■庫内やドアの内側に食品カス、油などびついていませんか。 

►庫内のにおいび気になるとさは、ちれをふきとった後で 


カラ焼さをしてください。今12ページ 


電源び入らない 
表示び出ない 


こんな ときはな障かな？と思つた5 
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こんな場合は巧障ではあ 0 ません。 


調理のでを上び0び悪い 


表示部びくちる 

ドアびくちり、化滴び落ちる 


加熱中、加熱をに 
音びずる 


加熱中に音 • 庫巧灯の明るさ 
びを化ずる_ 

丸皿び回5ない 

丸皿、回起アミび左ちに回る 


表示部に r デモ J び 
表示されている 


•メニューの材料、分量、作り方を確認してください。 

•加熱中、ひんぱんにドアを開閉しませんでしたか。 

• 他の料理ブツクを使ったとさ、でさ上びりびを少異なることび 
あ0ます。 

• を場やメニューにより、ドアの内側や表お部びくわることびあります。 
► ドアの内側に露びつ志床にたれたときは、巧で&いてください。 

•加熱中の「カチカチ」「カツチン」「ブーン」「ジィージィー」 
「チ U チリ」等の音は、加熱をコント□-ル（制御）している音 
やレンジの動作音です。 

•熱による膨張、収縮でポコツ、キシキシといラ音び出ることび 
あ D ます。 

• 60 HZ のとさは断続運転となるため、レンジの動作音-庫内巧の巧る 
さび周期的に変化します。 

• 丸皿び白いため、回っていないよ5に見えていませんか。 

► 食品を丸皿の端にのせてあたためで確認してください。 

•回転方向は一定ではなく、左ちどちらにを回ります。 

•店頭展示用（デモ）モードになっています。 

キーを押してち加熱されません。 

►電源プラグを抜いて、数秒後に再度差込んでください。 

「デモ」び消え、デモモードび解除されます。 


lU 上のことをお調べになって、それでも不具合びあるときは使用を中止し、必ず電源プラグを巧いてくださしん 
故障の状況と表示部の英数字(只し扣、巧、 P 日、户し 巧など)を、 お買上げの販売店にご連絡くださし、。 


ご連結いただをたい内容 

1. 品 名（オーブンレンジ） 

2. 形 名 （ RO - S 已日） 

3. お買上げ日（年月日） 

4. 故障の状況（できるだけ具体的に） 
己.ご住所（付近の目印などち） 

6. お名前•電話番号•訪問希望曰 

※付属品のお買求めは、お買上げの販売店に 
ご相8{^<ださい。 


こんなときは 故障かな？とおつた5 
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仕様 


電 源 

交流 100 V 50 HZ /60 HZ 共用 

電モレンジ 

ミ肖費電力脚 Hz / 即 Hz ) 

900 W /1300 W 

高周波出力 

自動： 500 W - MOWS 当- 120 W 相当 

手動： 500 W - 200 W 相当 

発振周波数 

24加 MHz 

才ーブン 

消費電力 

11日日 W 

温度調節 

30む.4日で（発酵）/1日日〜2加で 

グリル 

消費電力 

11日日 W 

トーストキー 

消費電力 

11日日 W 

「0」表示のとき 

消費電力 

1.5 W 

待機時消費電力 

0 W 

寸 法 

がお 

幅475 X 奥行350 X 高さ 280 mm 

庫内（有効） 

幅290 X 奥行310 X 高さ1 50 m m 

ターンテーブル 
(丸皿）直径 

275 mm 

質 量 

14 k 旨 


外お寸法（単位 mm ) 
r 正面図 1 
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280 


U - 

L 403 


側面図 
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^ »» 


※付属品については11ページをご覧ください。 

《60 HZ (1300 W ) 時は断続運転となるため、消費電力量は胡 Hz (900 W ) 時と同じです。調理時間ち同じです。 
※レンジ出力120〜 200 W 巧当は、 50 HZ • 60 HZ にかかわらず、断続運転となります。 

《レンジ出力前 0 W での連続運転時間は20分間です。その後は自動的に3胡 W の断続運転となります。 

《このオーブンレンジの2胡ででの運転時間は約12分間です。その後は自動的に 200° C に切換わります。 

(空焼さ防止のためです。庫内に食品び入ってしぶ場合、温度は切換わりません。） 

※待機時消費電力とは、電源プラグを差込んだ状態で、表示部び消灯しているとさの消費電力です。 

※この商品は日本国内専用で、外国では使用できません。また、アフターサービスをできません。 

This appliance is designed Tor domestic use in Japan only and cannot be used in any other country . 
No servicing is available outside of Japan . 


■長年ご使用の 


愛情点檢 


才ープンレンジ • 
電子レンジの点検を/ 


熱、湿気、ホコリなどの霞響や、使用の度合いにより部品 
び劣化し、故障したり、時には安を性を損なって事故につな 
びることちありまず。 


口 



• 電源コードやプラグび異甫に熱い。 

このよラな 

• コゲくさし)臭いびする。 

症状はちり 

• 製品に触れるとビ U ビ U と電気を感じる。 

ませんか 

• 自動的に切れないと走がある。 


• その他の異甫-故障びある。 




故障や事故防止のため 

ご使用 

電源プラグを巧いてか 

中止 

6、おず販売店にご相 


談ください。 


MITSUBISHI 
RO-S 已巨 


A 兰菱電機株式会社 

兰菱電機ホーム機器株式会社 

干％ 9-1295 埼玉県大里郡花園町小前田 1728-1 
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